
表2-4 「その他業務に起因することの明らかな疾病」等の発生状況

年/年度 公表 補償 格差 公表 補償 格差 公表 補償 格差 公表 補償 格差 公表 補償 格差

2014 75 277 -202 39 497 -458 95 0 95 423 332 91 196 60 136

2015 73 251 -178 57 472 -415 74 1 73 464 323 141 178 43 135

2016 69 260 -191 46 496 -450 71 0 71 462 373 89 188 56 132

2017 81 253 -172 55 506 -451 71 0 71 544 414 130 175 56 119

2018 76 238 -162 48 465 -417 122 0 122 1,178 879 299 216 72 144

2019 51 216 -165 58 509 -451 107 2 105 829 631 198 210 388 -178

2020 37 62 58 959 200

注）

 厚生労働省資料により全国労働安全衛生センター連絡会議が作成。

各号の左欄の数字は、厚生労働省「業務上疾病発生状況」から、疾病分類を労働基準法施行規則別表第1の2に各号別に組
み替えたもの。休業4日以上のもの、当該年（暦年）中に発生した疾病で翌年3月末日までに把握したもの、と説明されている。
中欄の数字は、「年度別業務上疾病の労災保険新規支給決定件数」（被災労働者等から労災保険の給付請求がなされ、その
年度（暦年ではない）中に支給決定がなされたもの。厚生労働省労働基準局「業務上疾病の労災補償状況調査結果」等。右欄
の数字は、左欄の数字から中欄の数字を差し引いたもの。
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